










Activity Report of WDC for Cosmic Rays  
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Cosmic-Ray Flux （CLIMAX) and Temperature 
Anomaly at 30 hPa Level (a long-term trend is 
removed) 
R = 0.55   
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Willy Krogmann, Der Rattenfänger von Hameln: Eine 
Untersuchung über das werden der sage, E. Ebering, 1934, 
p. 67. Original from the University of Michigan. Digitized 
12 June 2007. Accessed 3 September 2008. 
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The Zimmern Chronicle (German: Zimmerische Chronik or Chronik der 
Grafen von Zimmern) is a family chronicle describing the lineage and 
history of the noble family of Zimmern, based in Meßkirch, Germany. It 
was written in a Swabian variety of Early New High German by 
Count Froben Christoph of Zimmern (1519–1566).  
16世紀のZimmern年代記 

F. C. von Zimmern [attr.]: Zimmerische Chronik, ed. K. A. Barack 
(Stuttgart, 1869), vol. III, pp. 198–200. 
ハーメルン市に1300年頃創建されたMarktkircheのステンドグラス（1592年の
模写）。この教会は1660年に破壊された。 
21 
22 
16-17世紀は世界的に寒冷化し（小氷期）、ヨーロッパ
では再びペストが蔓延。媒介者と見なされた鼠を退治
するため当局が鼠の退治を奨励し、公認の鼠退治人
（Rattenfänger)も出現した。 
 
阿部謹也『ハーメルンの
笛吹き男 - 伝説とその世
界』（平凡社 1974年、ち
くま文庫 1988年） 
 
小氷期に発生した30年戦争（1618-48）では、
ハーメルン市の近傍においても新・旧教間
の激戦が行われた。旧教側によるプロパガ
ンダとして、笛吹き男の悪魔性が強調され
た（新教に改宗すると悪魔が子供をさらい
に来るぞ、とか）。 
ハーメルン笛吹き男伝説の
うち、誘拐事件の部分は中
世温暖期（1284年）の東欧
開拓時代に発生した。 
鼠退治の部分は、小氷期が
始まった15世紀以後に付け
加えられた可能性がある。 
この伝説は、中世⇒近世に
発生した地球環境の変化
（温暖⇒寒冷）を反映して
いる。 
この環境変化の原因が太陽
活動にあるとすれば、ハー
メルン笛吹き男伝説は太陽
活動の変化と密接な関係を
持つことになる。 24 
まとめ（暫定） 
